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9月
定例会

令
和
元
年
海
南
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
、
平
成
30
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

な
ど
議
案
28
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
が
１
件
、
さ
ら
に
、
委
員
会
か
ら
意
見
書
案

１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平成30年度決算
一般会計は歳入・歳出とも減少

一
般
会
計 ［市税］

69億6,035万円
29.0%

［繰越金］
5億2,521万円

2.2%

［自主財源］
95億2,590万円

39.7%［依存財源］
144億8,845万円

60.3%

［地方交付税］
59億4,718万円

24.8%

［国庫支出金］
30億2,501万円

12.6%

［総務費］
25億5,464万円

10.9%

［その他C］
7億1,314万円

3.0%
［公債費］
36億1,621万円

15.4%

［教育費］
24億7,997万円

10.6%

［消防費］
9億5,292万円

4.1%

【その他の内訳】
A歳入［自主財源］
分担金及び負担金..................1億5,432万円
使用料及び手数料..................3億1,743万円
財産収入....................................... 7,403万円
寄附金（ふるさと納税等）..........1億4,404万円
諸収入.....................................4億9,161万円

B歳入［依存財源］
地方譲与税................................ 2億403万円
配当割交付金............................... 3,382万円
自動車取得税交付金.................... 4,198万円
その他............................................ 8,767万円

C歳出
議会費.....................................2億6,333万円
商工費.....................................1億6,771万円
災害復旧費.............................2億8,210万円

［土木費］
18億8,824万円

8.0%

［農林水産業費］
7億5,177万円

3.2%

［衛生費］
26億1,713万円

11.1%

［民生費］
79億270万円
33.7%

［その他B］
3億6,750万円

1.5%

［市債］
25億6,160万円

10.7%

［地方消費税交付金］
9億4,747万円

3.9%

［県支出金］
16億3,969万円

6.8%

［その他A］
11億8,143万円

4.9%

［繰入金］
8億5,891万円

3.6%

新庁舎建設事業の終了により総務費が減少し、また、みらい子ども
園建設事業の終了により民生費が減少したことなどから、歳出総額
は前年度より6.5％減少しました。

歳出
6.5％減

地方消費税交付金や県支出金、繰入金が増加したものの、国庫支出
金や繰越金、市債が減少したため、歳入総額は前年度より7.7％減少
しました。

歳入
7.7％減

歳入合計│240億1,435万円

歳出合計│234億7,672万円
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特別会計の決算額
会計名 歳  入 歳  出 差  額

国 民 健 康 保 険 特別 
会計 64億4,994万円 63億4,279万円 1億715万円

後 期 高 齢 者 医 療 特別 
会計 15億9,706万円 15億8,069万円 1,637万円

介 護 保 険 特別 
会計 68億7,785万円 64億9,836万円 3億7,949万円

地 域 排 水 処 理 事 業 特別 
会計 1,843万円 1,773万円 70万円

同和対策住宅資金貸付事業 特別 
会計 958万円 1億7,897万円 △1億6,939万円

港 湾 施 設 事 業 特別 
会計 2,346万円 1,228万円 1,118万円

企業会計の決算額
会計名 収 入 支 出 差 額

水 道 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
11億4,419万円 10億7,020万円 7,399万円
資本的収入 資本的支出

7億6,523万円 10億9,579万円 △3億3,056万円

病 院 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
38億3,927万円 37億4,499万円 9,428万円
資本的収入 資本的支出

1億3,738万円 1億7,690万円 △3,952万円

一般会計

市　税 市民税（個人・法人）、固定資産税、
市たばこ税、軽自動車税など 13万7千円

繰越金 前年度からの繰越金 1万円

繰入金 基金からの繰入金 1万7千円

地方交付税 地方自治体間の収入の格差を少なく
するために、国から交付される資金 11万7千円

国庫支出金 国が使い道を指定して地方自治
体に交付する資金 6万円

県支出金 県が使い道を指定して地方自治
体に交付する資金 3万2千円

市　債 財務省や銀行などからの長期借
入金 5万円

地方消費税交付金 地方消費税のうち県が市へ交付
する資金 1万9千円

その他 諸収入、使用料及び手数料、地
方譲与税など 3万円

総務費 企画や財務、財産管理、戸籍、徴
税など 5万円

民生費 障害者・高齢者・児童のための福
祉、生活保護関係など 15万5千円

衛生費 感染症予防やごみ処理など 5万2千円

農林水産業費 農業や林業、水産業の振興 1万5千円

土木費 道路や橋梁、河川、市営住宅など 3万7千円

消防費 消火活動や火災予防、救急など 1万9千円

教育費 学校や生涯学習、スポーツ、芸術
文化の振興など 4万9千円

公債費 市債の償還元金及び利子、一時
借入金の利子など 7万1千円

その他 議会費、商工費、災害復旧費 1万4千円

市民１人当たりの状況は？
入ったお金　47万2,277円（Ａ） 使ったお金　46万1,704円（Ｂ）

貯金と借金はいくら？
貯金（基金）残高　6万3千円（総額32億539万円）
借金（市債）残高　64万3千円（総額327億1,624万円）

●次年度に使うため必要なお金　2,579円（Ｃ）
●実質収支額　7,994円.（Ａ－Ｂ－Ｃ）
※平成31年３月末人口5万848人で算出。

企業会計の
収支について

●収益的収支…
「損益計算書」とも
いい、一会計年度の
経営成績を把握する
もの。一般的に黒字、
赤 字 と い わ れ る の
は、この収支による。
●資本的収支…
建設改良費や企業債
収入など、資本の増
減に係る収支。
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◇
地
域
子
ど
も
安
全
見
守
り
事
業

Ｑ
従
事
者
数
に
つ
い
て
、
大
野
小
学
校
が
３
人
、

亀
川
小
学
校
が
２
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
理
由

は
。
ま
た
、
中
野
上
小
学
校
が
大
き
く
減
少
し

て
い
る
理
由
は
。

Ａ
従
事
者
数
は
、
あ
く
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
学
校
に
報
告
の
あ
っ
た
人
数
で
あ
り
、
実
際

に
は
、
各
地
域
で
自
主
的
に
見
守
り
活
動
を
し

て
い
る
方
が
い
る
た
め
、
そ
の
差
が
数
字
の
違

い
に
出
て
い
る
。
中
野
上
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
に
よ
り
継
続
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で

減
少
し
た
。

Ｑ
保
護
者
の
方
の
負
担
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
会
で
意
見
を
伺
い
、
過
度
の
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
仕
事
等
で
見

守
り
活
動
が
で
き
な
い
家
庭
も
あ
る
と
い
う
こ

と
も
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
い
た
だ

け
る
家
庭
に
お
願
い
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

◇
歴
史
民
俗
資
料
館
運
営
事
業

Ｑ
将
来
的
に
は
、
建
て
替
え
の
計
画
が
必
要
で
は

な
い
の
か
。

Ａ
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
、
必
要
な
段
階
に
お
い
て
、
既
存
施
設
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◇
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

Ｑ
働
い
て
い
る
看
護
師
や
事
務
員
の
勤
務
環
境
等

は
把
握
で
き
て
い
る
か
。

Ａ
各
部
署
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
、
業
務

で
の
問
題
点
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、

病
棟
の
副
看
護
師
長
を
２
人
に
し
て
、
業
務
管

理
や
人
事
管
理
の
担
当
を
分
け
、
個
々
の
悩
み

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
も
し
て
い
る
。

Ｑ
土
曜
日
の
午
前
中
だ
け
で
も
診
療
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

Ａ
今
後
、
働
き
方
改
革
に
よ
り
医
師
の
働
く
時
間

数
が
規
制
さ
れ
て
い
く
中
で
、
土
曜
日
も
診
療

す
る
と
な
る
と
、
平
日
の
ど
こ
か
を
休
み
に
す

る
な
ど
、
現
在
の
体
制
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
、

今
す
ぐ
に
変
え
る
の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
病
院
経
営
上
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
含

め
ず
、
病
院
単
独
で
の
黒
字
化
を
目
指
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

Ａ
平
成
25
年
に
新
病
院
が
で
き
た
と
き
に
、
平
成

30
年
度
に
は
常
勤
医
を
30
人
確
保
し
、
売
り
上

げ
も
30
億
円
を
超
え
、
黒
字
化
す
る
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
た
。
現
在
、
常
勤
医
の
数
、
売

上
総
額
と
も
に
目
標
を
は
る
か
に
超
え
、
黒
字

と
な
っ
た
と
は
い
え
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
繰
入

金
な
し
で
の
黒
字
化
は
難
し
く
、
法
や
基
準
に

基
づ
く
繰
入
金
収
入
が
な
け
れ
ば
赤
字
で
あ
る
。

今
後
、
繰
入
金
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。

◇
男ひ

と

と
女ひ

と

の
つ
ど
い
開
催
事
業

Ｑ
こ
の
事
業
を
始
め
て
か
ら
、
参
加
者
は
ど
の
程

度
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
か
。

Ａ
参
加
者
は
毎
年
４
０
０
人
程
度
で
あ
る
が
、
各

種
人
権
団
体
か
ら
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
で
、
固

定
的
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

Ｑ
せ
っ
か
く
実
施
し
て
い
る
の
で
、
多
く
の
人
に

参
加
い
た
だ
い
て
こ
の
集
い
の
意
味
を
理
解
い

た
だ
き
、
ま
た
、
日
常
の
生
活
に
反
映
し
て
い

た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
団
体
か
ら
も
交
代
で

参
加
い
た
だ
く
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
効
果
的
に
広
く
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
考
え

て
い
き
た
い
。

◇
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

Ｑ
放
送
が
聞
こ
え
づ
ら
い
こ
と
へ
の
対
策
は
。

Ａ
登
録
制
メ
ー
ル
配
信
や
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
本
年
７
月
か
ら
、

自
動
的
に
携
帯
電
話
等
の
音
が
鳴
っ
て
知
ら
せ

る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
避
難
情
報
を

伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

伴
い
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
い
た
だ
い
た
電
話
や

フ
ァ
ク
ス
に
放
送
内
容
等
の
情

報
を
送
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ

ビ
和
歌
山
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
等
で
も
内
容
を
確
認
い
た
だ

け
る
。

決
算
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑
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○一般会計
証明書コンビニ交付事業はマイナンバー

制度に反対なので反対する。また、駅東土

地区画整理事業は、事業の見直しを含め、早期完成に

向け改善をすべきである。自衛官募集事務費委託金に

ついては、募集協力のための個人情報提供に反対する。

また、保育所や子ども園は、年度途中の待機児童が発生

しないような職員体制にし、正規職員の比率を増やすべ

きである。. （瀨藤幸生.議員）

○病院事業会計
平成30年度の経常収支で黒字となったの

は、経営改善の取り組みを継続的に進め

てきた一定の効果と考える。繰入金は少ないに越したこ

とはないが、法等に基づき必要な経費として予算化され

たもので、多いわけではない。一方、患者対応の充実やさ

まざまな変化への対応なども必要である。安定運営と地

域医療の確保が両立できるよう、一層の努力を期待する。

（東方貴子.議員）

決算審査に係る討論

賛成反対

平成30年度決算審査に係る意見書の概要
１　防災行政無線デジタル化事業について

防災行政無線デジタル化事業の推進に係っては、難聴地域の解消に向けた十分な取り組みを行う
よう求める。

２　しもつみかんブランド推進事業について
現在、消費者に対してのＰＲとして、子どもを対象としてのＰＲ活動を実施している状況であるが、大

きなイベント等への積極的な参加により、消費対象者の拡大に努められたい。
また、しもつ蔵出しみかんシステムについては日本農業遺産にも認定されたことから、今後の消費拡
大のためにも、加工品への対応や、ＳＮＳの発信等により、周知の強化を図るなど、更なる販路の確
保に取り組まれたい。

３　国指定史跡・熊野参詣道（紀伊路）保存整備事業について
鈴木屋敷の整備が完了し、多くの観光客が訪れると、交通の混雑が予想されることから、駐車場

を初めとする周辺施設の整備を求める。

４　歴史民俗資料館運営事業について
歴史民俗資料館は、施設の老朽化が進んでおり、また、閉館した下津歴史民俗資料館の収蔵品

の有効的な保管スペースの確保が必要であると考えられることから、歴史民俗資料館の建て替えを含
めた整備計画の策定を求める。

決算審査の中で出された意見や要望について、新年度予算に反映することを求めるため、予算
決算委員会で下記の意見書を取りまとめ、市長に提出しました。
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放置艇対策のため、平成 23
年度から小型船舶の係留施設の
整備を進めている中、築地・日
方地区に続いて、新たに冷水地
区係留施設を設置し、本年 11
月から供用を開始します。

消防・救急体制の充実強化のため、高規格救急自動車
１台を新しく購入します。
■購入金額　3,326 万円

こんな質問がありました
問：係留施設にはトイレがないとのことだが、利用者が使用するトイレやご

みの管理はどうするのか。

答：施設の利用者が冷水集会所のトイレを使うことも考えられるので、集会
所のトイレの清掃をお願いしている方と早急に協議して、どのようなサポ
ートができるか検討したい。ごみについては日頃から施設内を見回りた
い。また、今後、施設利用の契約者には、トイレの使用はなるべく控え、
ごみは持ち帰るよう説明し、地元の方に迷惑をかけないよう指導していく。

問：使用料はどのようになっているのか。

答：市内在住の方で、船の長さ１ｍ当たりで月756円、市外在住の方で月
1,080円である。（※令和元年10月以降はそれぞれ770円、1,100円）

冷水地区係留施設の供用開始

救急自動車を購入

議案第 87号　海南市係留施設管理条例の一部を改正する条例

議案第 104号　財産の取得

■場　所　冷水 325 番地 57
■係船数　34 隻
■駐車場　22 台分

高規格救急自動車…心臓がけいれんし
ている場合に正常なリズムに戻す半自
動式除細動器などの高度な救命処置を
する資機材を積載した救急自動車。
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請願とは

請願とは、市政への要望や意見、または国・県へ要望してもらいたいこと
を文書で申し出ることです。陳情と似ていますが、請願には１人以上の紹介
議員が必要です。

議会は、提出された請願について調査、審議し、賛否の意思として採択・
不採択を決めます。また、採択した場合は、市長（執行機関）や所管する官
公署に意見書を提出するなど、その実現のために必要な働きかけをします。

「（仮称）海南・紀美野風力発電事業に対する地域住民の不安解消と理解が得
られない中では林地開発の許可を与えないことを求める意見書提出について
の請願」が提出され、その採択を受けて建設経済委員会から意見書案が提出
されました。審議の結果、全会一致で可決し、和歌山県知事宛てに意見書を提
出しました。

（仮称）海南・紀美野風力発電事業に対する
地域住民の不安解消と理解が得られない中では
林地開発の許可を与えないことを求める意見書

再生可能エネルギーは、温室効果ガスを排出せず、国内で生産できることから、エネルギー安全保障に
も寄与できる有望かつ多様で、重要な低炭素の国産エネルギー源であり、エネルギーミックスにおける電源
構成比率の確実な向上を目指していかねばならない。
このことから、再生エネルギーの固定価格買取制度が開始されて以来、全国各地で再生可能エネルギー
発電施設の建設が進められているところである。
しかしながら、主力電源として持続的に発電事業を行うためには、地域創生につながる事業化かどうか、
あるいは円滑な事業継続に向けたメンテナンス体制が構築されているかどうかといった観点を含め、地域住
民の立地に対する理解と環境の整備がなされることが、最も重要であり不可欠である。
（仮称）海南・紀美野風力発電事業については、周辺地域の土石流による災害をはじめ、動植物の生
態系への影響やのどかな風景を壊すのではないかといった景観への影響、あるいは風切音や低周波音の
影響と言われる健康被害などが懸念されている。また、主要設備であるブレードの回転直径は約 130メート
ルにも及ぶこれまでにない規模で、計 15基、最大出力約５万４千キロワットの計画が及ぼす環境への影響
も未知数なため、地域住民の不安はさらに大きいものとなっている。
以上のことから、われわれ議会としては、地域住民の不安や課題の解消が最優先であり、知事には、地
域住民の不安解消と理解が得られない中では、森林法第 10条の２に基づく林地開発の許可を与えないこ
とを求めるものである。
以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

令和元年１０月３日
海.南.市.議.会
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議案の審議結果

報告第８号・議案第１０６～１０７号 .災害復旧事業費として、それぞれ877万円、520万円、1,570万円の増額補正。　 議案第８１号 .関連記事9ページ
議案第８２号 .関係法令の施行に伴い、条例や所要の規定の整備を行うもの。　 議案第８３号 .関係法令の改正に伴い、旧氏での印鑑登録及び
印鑑登録証明書等への旧氏併記に関し必要な事項を定めるもの。　 議案第８４号 .国の基準の改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの。　
議案第８５号、第８６号、第８８号 .関係法令の改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの。　 議案第８７号 .関連記事６ページ　 議案第８９号 .岡田地区浸
水対策事業費１億2,500万円など、総額３億6,018万円の増額補正。　 議案第９０号 .県支出金返還金1,264万円の増額補正。　 議案第９１号 .856
万円の増額補正。　 議案第９２～１００号 .関連記事２～５ページ　 議案第１０１号 .１億9,332万円で工事請負契約を締結するもの。　 議案第１０２号 .
海南市民交流施設建設の工期を令和2年3月末まで延長するもの。　 議案第１０３号 .海南市民交流施設の家具、什器等一式を3,995万円で取得
するもの。　 議案第１０４号 .関連記事６ページ　. 議案第１０５号 .重根81号線の旧路線を廃止し、区間を延長して再度市道路線に認定するもの。　
請願第１号・発議第１号 .関連記事７ページ

議案番号 議　案　名 結果
報告第..８..号 専決処分事項の報告　（令和元年度海南市一般会計補正予算（第２号）） 全会一致で承認

議案第８１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例　 賛成多数で可決

議案第８２号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係条
例の整備に関する条例　 全会一致で可決

議案第８３号 海南市印鑑条例の一部を改正する条例　 全会一致で可決

議案第８４号 海南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例　 全会一致で可決

議案第８５号 海南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関す
る条例の一部を改正する条例　 全会一致で可決

議案第８６号 海南市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例　 全会一致で可決
議案第８７号 海南市係留施設管理条例の一部を改正する条例　 全会一致で可決
議案第８８号 海南市水道事業給水条例の一部を改正する条例　 全会一致で可決
議案第８９号 令和元年度海南市一般会計補正予算（第３号） 全会一致で可決
議案第９０号 令和元年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決
議案第９１号 令和元年度海南市介護保険特別会計補正予算（第２号） 全会一致で可決
議案第９２号 平成３０年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第９３号 平成３０年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第９４号 平成３０年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第９５号 平成３０年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第９６号 平成３０年度海南市地域排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第９７号 平成３０年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第９８号 平成３０年度海南市港湾施設事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第９９号 平成３０年度海南市水道事業会計決算の認定 全会一致で認定
議案第１００号 平成３０年度海南市病院事業会計決算の認定 全会一致で認定
議案第１０１号 海南市民交流センター空調設備整備（機械設備）工事の請負契約締結　 全会一致で可決
議案第１０２号 （仮称）市民交流施設建設工事の請負変更契約締結　 全会一致で可決
議案第１０３号 財産の取得　 全会一致で可決
議案第１０４号 財産の取得　 全会一致で可決
議案第１０５号 市道路線の廃止及び認定　 全会一致で可決
議案第１０６号 令和元年度海南市一般会計補正予算（第４号） 全会一致で可決
議案第１０７号 令和元年度海南市一般会計補正予算（第５号） 全会一致で可決

請願第..１..号 （仮称）海南・紀美野風力発電事業に対する地域住民の不安解消と理解が得
られない中では林地開発の許可を与えないことを求める意見書提出の請願 全会一致で採択

発議第..１..号 （仮称）海南・紀美野風力発電事業に対する地域住民の不安解消と理解が得
られない中では林地開発の許可を与えないことを求める意見書 全会一致で可決
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会派・議員名

.議案番号等

日本維新
の会 公明党 日本共産党

海南市議会議員団 市政クラブ 市民クラブ 自由クラブ
無
所
属 結
　
　
果

黒
原
　
章
至

上
村
　
五
美

中
家
　
悦
生

森
下
　
貴
史

岡
　
　
義
明

橋
爪
美
惠
子

瀨
藤
　
幸
生

和
歌
真
喜
子

磯
﨑
　
誠
治

栗
本
　
量
生

宮
本
　
憲
治

宮
本
　
勝
利

川
崎
　
一
樹

榊
原
　
徳
昭

米
原
　
耕
司

片
山
　
光
生

川
口
　
政
夫

東
方
　
貴
子

川
端
　
　
進

議案第８１号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第９２号.
議案第９３号.
議案第９４号.
議案第９５号

○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

■賛否の分かれた議案の表決結果

【○…賛成　×…反対　－…退席】
※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

○議案第81号　
非正規職員の任用の適正化や任
用制度の明確化が図られ、また、期

末手当支給が可能になるほか、引き続き勤務する
方には３年間は現状の報酬を保障するとのことな
ので賛成する。ただし、非正規職員の職責、任用
期限に関する不安の払

ふっしょく

拭、実情に応じた賃金設
定などについて検討されたい。

（東方貴子.議員）

○議案第81号
地方公務員法等の改正により、市
の非正規雇用の職員に期末手当

等の支給が可能になる会計年度任用職員の制
度が令和２年度から導入されるが、新たな制度に
費用をかけて現状より大きな行政機構とするより
も、行政改革を進め、財政規律を重要視した小さ
な行政機構を志向していくという観点から、反対
する。. （上村五美.議員）

賛成討
論

反対

市役所本庁2階の議会図書室では、
市議会の会議録や地方自治関連の書
籍などが閲覧いただけます。開庁時
間中はどなたでもご利用可能です。 

議会図書室

よりよい紙面とするため、
議会だよりに関する皆さま方
のご意見等お寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

海南市議会事務局
〒642-8501　海南市南赤坂１１番地

ＴＥＬ　０７３－４８３－８７００
ＦＡＸ　０７３－４８３－８７０３
Ｅメール　gikaij@city.kainan.lg.jp
ホームページ　http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/

11月定例会は11月28日（木）に開会する予定
です。日程は変更することがありますので、傍聴
をご希望の場合は、お手数ですが議会事務局まで
日時をお問い合わせください。また、傍聴席入口
には傍聴者目安箱を設置しています
ので、議会に関するご意見やご感想
をお寄せ下さい。

議会を傍聴しませんか
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※◎の質問の概要を掲載しています。

一 般 質 問

９
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

6　中家　悦生　（１３ページ）
・小中学校における「置き勉」につ

いて
◎ランドセルに関する課題について

7　橋爪　美惠子　（１４ページ）
・ひきこもりへの対応について
◎ごみ廃棄物問題について

8　瀨藤　幸生　（１４ページ）
・重根メガソーラー発電施設建設に

ついて
◎災害時の市の対応について

9　岡　義明　（１５ページ）
・南海トラフ巨大地震を想定した避

難所（一時的な避難生活場所）の
整備について

・熱中症から市民の健康を守るため
に－特に低所得世帯への住環境改
善の取り組みについて

◎消費税増税から中小零細事業者の
営業と暮らしを守る市の取り組み
について

1　東方　貴子　（１１ページ）
・児童の夏休みの生活について
・性暴力被害者支援について
◎避難所運営について

2　上村　五美　（１１ページ）
◎内視鏡による対策型胃がん検診の

受診間隔について
・貧困の連鎖を断ち切るスタディク

ーポンの導入について

3　森下　貴史　（１２ページ）
◎介護施策について
・下津地域の防潮堤について

4　川端　進　（１２ページ）
◎教員の働き方改革について
・本年４月の中央教育審議会への諮

問について
・再び学校給食の無償化について

5　和歌　真喜子　（１３ページ）
◎投票率の向上と投票所について

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対
し、現在の状況や将来の方針等を質問することで、政策の見直
しや提言等も行います。
９月定例会では、９月10日、11日の２日間にわたり、９人の議
員が一般質問を行いました。
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問

本
市
に
お
い
て
平
成

22
年
度
か
ら
40
歳
以

上
の
市
民
に
無
料
で
毎
年

実
施
さ
れ
て
き
た
内
視
鏡

で
の
胃
が
ん
検
診
が
、
来

年
度
か
ら
50
歳
以
上
の
隔

年
の
実
施
と
な
る
の
は
ど

う
い
う
理
由
か
ら
か
。

答

平
成
28
年
４
月
か
ら
、

国
の
が
ん
予
防
重
点

健
康
教
育
及
び
が
ん
検
診

実
施
の
た
め
の
指
針
に
胃

内
視
鏡
検
査
が
追
加
さ
れ
、

対
象
年
齢
、
受
診
間
隔
、

検
診
項
目
、
二
重
読
影
の

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
、
検

診
の
精
度
を
高
め
る
た
め

の
精
度
管
理
項
目
が
定
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
原
則
、

国
の
指
針
に
基
づ
く
実
施

と
し
た
た
め
で
あ
る
。

問

本
市
に
お
い
て
胃
が

ん
検
診
を
受
診
さ
れ

た
方
の
、
内
視
鏡
検
査
と

バ
リ
ウ
ム
検
査
と
の
比
率

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

平
成
30
年
度
は
、
内

視
鏡
検
査
は
96
・
２

％
の
４
４
８
４
人
、
バ
リ

ウ
ム
検
査
は
3.8
％
の
１
７

８
人
と
な
っ
て
い
る
。

問

市
民
の
ほ
と
ん
ど
が

内
視
鏡
検
査
を
選
択

し
て
い
る
中
、
内
視
鏡
に

よ
る
胃
が
ん
検
診
は
50
歳

以
上
の
隔
年
の
実
施
と
さ

れ
る
の
は
国
の
指
針
に
よ

る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、

国
の
指
針
は
法
令
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
通
知
と

し
て
の
助
言
と
い
う
趣
旨

の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
体
は
、
国
か
ら

の
通
達
や
通
知
等
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民

に
と
っ
て
利
益
に
な
る
施

策
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん

積
極
的
に
や
っ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
具
申
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

胃内視鏡検査を隔年にする理由は
●国の指針に基づくもの

問

熊
本
地
震
で
は
、
ペ

ッ
ト
同
伴
に
よ
る
車

中
避
難
が
大
き
く
報
道
さ

れ
た
。
犬
、
猫
の
飼
育
頭

数
は
今
や
１
８
０
０
万
匹

を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
中
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の

ペ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答

本
市
で
は
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中

で
、
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

居
住
空
間
か
ら
あ
る
程
度

離
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
飼
育

場
を
確
保
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
一
方
、
施
設
に

余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
一

緒
に
居
住
で
き
る
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
を

施
設
管
理
者
と
相
談
の
上
、

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
熊
本
県
益ま

し

城き

町ま
ち

の
仮

設
住
宅
で
は
、
ペッ
ト
を
室

内
で
飼
育
す
る
こ
と
を
遵

守
事
項
と
し
た
結
果
、
他

の
被
災
者
か
ら
も
苦
情
が

な
か
っ
た
と
の
事
例
も
参

考
に
、
対
応
を
検
討
す
る
。

問

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
も

重
要
で
あ
る
。
他
市

で
は
災
害
時
を
想
定
し
た

犬
の
し
つ
け
方
を
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
本
市
で
も

開
催
で
き
な
い
か
。

答

本
市
で
も
し
つ
け
等
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
等
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問

ペ
ッ
ト
は
同
行
避
難

が
原
則
で
あ
り
、
一

旦
、
野
に
放
た
れ
て
し
ま

っ
た
犬
、
猫
を
保
護
す
る

の
は
大
変
で
あ
る
。
身
元

が
わ
か
る
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
推
奨
し
て
費
用
を
補

助
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
検
討

を
お
願
い
す
る
。

避
難
所
等
で
の
ペ
ッ
ト
の

取
り
扱
い
は

●
原
則
、
居
住
空
間
と
別
に
ス
ペ
ー
ス
確
保

上村  五美 議員

東方  貴子 議員
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教
員
の
過
重
労
働
の
軽
減
は

●
仕
事
の
在
り
方
を
検
討
し
改
善
す
る

問

い
か
に
も
教
員
の
超

過
勤
務
が
多
い
の
は
、

仕
事
の
在
り
方
に
も
原
因

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ⓐ
登
下
校
の
見
守
り
、
放

課
後
や
夜
間
の
見
回
り
、

給
食
費
等
の
徴
収
と
管
理
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

連
絡
調
整
な
ど
は
学
校
以

外
の
仕
事
だ
。

Ⓑ
調
査
へ
の
回
答
、
休
み

時
間
の
子
ど
も
へ
の
対
応
、

校
内
清
掃
、
部
活
動
な
ど

は
教
員
以
外
が
担
う
こ
と

も
検
討
す
べ
き
だ
。

©
給
食
時
の
対
応
、
授
業

準
備
、
学
習
評
価
と
成
績

処
理
、
行
事
の
準
備
と
運

営
、
進
路
指
導
、
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
や
家
庭
へ

の
対
応
な
ど
は
学
校
と
教

員
の
仕
事
だ
が
、
一
部
は

事
務
職
員
や
外
部
人
材
が

担
っ
て
は
ど
う
か
。

以
上
の
３
点
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答

登
下
校
の
見
守
り
は

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
協
力
い
た
だ
き
、
放
課

後
や
夜
間
の
見
守
り
は
青

少
年
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
給
食

費
は
今
後
公
金
化
が
決
定

す
れ
ば
教
育
委
員
会
が
徴

収
管
理
を
行
う
。
部
活
動

は
専
門
性
の
あ
る
外
部
指

導
員
を
活
用
し
、
調
査
へ

の
回
答
は
で
き
る
限
り
教

育
委
員
会
で
対
応
す
る
。

休
み
時
間
や
清
掃
時
間
の

指
導
は
学
校
の
仕
事
と
し

て
い
る
。
©
の
業
務
は
学

校
が
担
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
授
業
や
行
事
の
準
備

は
県
教
育
委
員
会
が
配
置

す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
が
担
っ
て
い
る
学

校
も
あ
る
。
今
後
も
教
員

の
仕
事
の
在
り
方
を
検
討

し
、
改
善
し
て
い
き
た
い
。

問

市
で
は
事
業
者
の
介

護
人
材
確
保
の
状
況

は
把
握
で
き
て
い
る
か
。

答

第
７
次
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
に
当
た

り
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
介
護
人
材
確
保

の
質
問
は
設
定
し
て
お
ら

ず
、
把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
今
年
度
に一部
の
事
業

を
休
止
し
た
事
業
所
の
中

に
は
、
運
営
基
準
に
合
う

人
員
確
保
が
困
難
と
の
理

由
で
休
止
し
た
所
も
あ
る
。

問

今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
場
合
、
人
材
確

保
の
現
状
把
握
に
努
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

答

今
年
度
か
ら
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
向
け
た
調
査
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

人
材
確
保
に
つ
い
て
の
項

目
も
追
加
し
て
い
き
た
い
。

問

介
護
職
員
初
任
者
研

修
に
対
し
て
は
、
一

定
の
条
件
で
受
け
ら
れ
る

国
の
助
成
制
度
も
あ
る
中
、

介
護
職
員
の
育
成
や
人
材

確
保
の
た
め
、
研
修
に
係

る
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市

で
も
今
後
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答

受
講
費
用
の
一
部
助

成
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
ま
た
、
県

が
高
校
生
を
対
象
に
実
施

す
る
介
護
員
養
成
研
修
の

受
講
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
市
内
の
事
業

所
に
お
け
る
介
護
職
員
の

不
足
の
状
況
や
、
近
隣
市

町
の
動
向
等
に
つ
い
て
調

査
研
究
、
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。　
　
　

介護職員初任者研修受講に助成を
●今後調査研究・検討したい

川端  　進 議員

森下  貴史 議員
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問

小
学
生
の
通
学
か
ば

ん
は
ラ
ン
ド
セ
ル
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。

答

両
手
が
ふ
さ
が
ら
な

い
、
身
に
着
け
る
形

態
で
負
荷
が
少
な
い
、
耐

久
性
に
優
れ
て
い
る
な
ど

の
条
件
を
満
た
す
ラ
ン
ド

セ
ル
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
て
い
る
。

問

ラ
ン
ド
セ
ル
の
代
用

と
し
て
、
軽
量
で
丈

夫
な
児
童
の
通
学
か
ば
ん

を
開
発
す
る
こ
と
で
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
が
軽

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

ラ
ン
ド
セ
ル
と
同
様

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

安
価
に
購
入
で
き
る
か
ば

ん
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
保

護
者
に
と
っ
て
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
る
。

問

市
内
業
者
に
よ
る
製

造
販
売
が
成
功
す
れ

ば
、
経
済
効
果
も
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

答

市
内
業
者
に
よ
る
製

造
販
売
が
実
現
し
た

場
合
、
一
定
の
経
済
効
果

も
見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
。

問

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
通

学
か
ば
ん
を
開
発
し
、

地
産
地
消
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

答

ラ
ン
ド
セ
ル
と
同
様

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

安
価
な
通
学
か
ば
ん
は
、

有
用
な
選
択
肢
に
な
り
得

る
と
考
え
る
が
、
現
在
小

学
生
が
使
用
し
て
い
る
ラ

ン
ド
セ
ル
は
、
以
前
に
比

べ
、
色
や
形
状
等
が
多
種

多
様
で
、
子
ど
も
及
び
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
も
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
そ
の
点
も
踏
ま
え
、

関
係
課
等
か
ら
情
報
を
得

な
が
ら
研
究
し
た
い
。

市オリジナル通学かばんを開発しては
●多様なニーズも踏まえ研究したい

問

今
年
の
参
議
院
選
挙

で
本
市
の
投
票
率
は

50
％
を
割
り
、
半
数
の
有

権
者
が
棄
権
し
た
の
は
問

題
で
あ
る
。
ど
こ
の
投
票

所
で
も
投
票
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
も
の
か
。

答

投
票
区
に
関
係
な
く

投
票
で
き
る
共
通
投

票
所
の
設
置
に
は
、
二
重

投
票
防
止
策
と
し
て
市
内

投
票
所
を
通
信
回
線
で
つ

な
ぐ
必
要
が
あ
る
な
ど
、

費
用
面
で
、
現
状
で
は
設

置
は
難
し
い
。

問

高
齢
者
や
障
害
者
等

の
投
票
権
を
守
る
方

策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
期

日
前
投
票
所
と
し
て
巡
回

す
る
投
票
カ
ー
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

答

入
院
や
入
所
等
に
よ

り
投
票
所
へ
行
く
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
、
ま
た
、
介
護
保
険
や

障
害
者
支
援
制
度
で
は
移

動
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

市
の
広
報
紙
等
で
周
知
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
方
策

は
巡
回
式
の
投
票
カ
ー
も

含
め
現
時
点
で
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
投
票
機
会
の

確
保
は
大
切
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
良
い
方
法

を
研
究
し
た
い
。

問

公
平
な
選
挙
執
行
の

面
か
ら
も
、
投
票
し

た
く
て
も
で
き
な
い
人
に

投
票
し
て
も
ら
え
る
環
境

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

選
挙
は
民
主
主
義
の

根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
り
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
は
期
日
前
投
票
所
を
１

カ
所
増
や
し
た
。
今
後
と

も
他
の
自
治
体
の
先
進
事

例
も
参
考
に
、
投
票
率
の

向
上
に
取
り
組
み
た
い
。

50
％
を
割
っ
た
投
票
率
を

上
げ
る
方
策
は

●
不
在
者
投
票
等
を
周
知
し
先
進
事
例
を
研
究

中家  悦生 議員

和歌  真喜子 議員

島根県浜田市の巡回投票カー
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問

東
畑・赤
沼
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
昨

年
の
台
風
で
長
期
に
わ
た

り
運
行
が
休
止
さ
れ
、
再

開
し
た
の
に
、
本
年
８
月

の
台
風
10
号
で
再
び
休
止

さ
れ
て
い
る
。
東
畑
地
区

の
住
民
の
交
通
手
段
を
現

在
ど
う
対
策
し
て
い
る
か
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
可
能
な
ら
迂
回
運

行
す
る
が
、
適
当
な
ル
ー

ト
が
設
定
で
き
な
か
っ
た

東
畑
線
、
東
畑
野
上
新
線

で
は
赤
沼
バ
ス
停
で
の
折

り
返
し
運
転
を
行
っ
て
お

り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
て
い
る
。

問

山
間
部
の
住
民
に
寄

り
添
う
市
の
姿
勢
が

問
わ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

小
型
バ
ス
へ
の
切
り
替

え
や
一
時
的
な
タ
ク
シ
ー

の
代
用
は
で
き
な
い
か
。

答

バ
ス
車
両
に
よ
る
事

業
と
し
て
運
輸
局
の

許
可
を
得
て
い
る
た
め
、

現
在
東
畑
線
で
使
用
し
て

い
る
、
バ
ス
車
両
と
し
て

乗
車
定
員
が
最
少
の
も
の

の
代
用
は
で
き
な
い
。
な

お
、
東
畑
南
バ
ス
停
で
安

全
に
折
り
返
し
で
き
な
い

か
ど
う
か
バ
ス
事
業
者
と

調
整
中
で
あ
る
。

問

こ
の
た
び
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
緊
急
、

一時
的
に
、
予
約
型
の
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
制
度
を
試

験
的
に
導
入
で
き
な
い
か
。

答

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

導
入
に
は
、
市
内
事

業
者
等
と
協
議
し
、
海
南

市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

の
承
認
を
受
け
、
運
輸
局

の
事
業
許
可
を
得
る
準
備

期
間
や
、
コ
ス
ト
が
必
要

に
な
る
。
引
き
続
き
導
入

の
検
討
は
行
う
が
、
緊
急
、

一
時
的
な
導
入
は
難
し
い
。

通
行
止
め
の
際

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

●
中
途
で
の
折
り
返
し
運
転
等
を
行
う

問

ご
み
出
し
支
援
の
状

況
は
。

答

ご
み
出
し
が
困
難
な

高
齢
者
及
び
障
害
者

の
方
を
対
象
に
、
粗
大
ご

み
を
持
ち
出
す
ふ
れ
あ
い

収
集
と
、
週
１
回
、
家
庭

ご
み
を
玄
関
先
等
で
収
集

す
る
サ
ポ
ー
ト
収
集
を
行

っ
て
い
る
。

問

ご
み
減
量
の
目
標
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

第
２
次
海
南
市
総
合

計
画
で
、
令
和
２
年

度
の
目
標
値
を
、
ご
み
排

出
量
は
市
民
１
人
１
日
当

た
り
９
８
０
グ
ラ
ム
、
資

源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
20
％
と
し
て
い
る
。

問

家
庭
系
ご
み
と
事
業

系
ご
み
の
割
合
は
。

答

平
成
30
年
度
は
、
家

庭
系
72
％
、
事
業
系

28
％
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
そ
れ
ぞ
れ
16
・
７
％
、

4.6
％
で
あ
る
。

問

家
庭
系
ご
み
の
減
量

も
必
要
だ
が
事
業
系

ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み

強
化
が
大
事
で
は
な
い
か
。

答

減
量
の
成
功
例
等
を

調
査
研
究
し
、
取
り

組
み
を
検
討
し
た
い
。

問

世
界
的
に
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
適
正

に
ご
み
を
回
収
ル
ー
ト
に

乗
せ
、
ポ
イ
捨
て
防
止
を

図
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答

週
１
回
不
法
投
棄
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
お
り
、
ポ
イ
捨
て
に
特

化
は
し
て
い
な
い
が
、
ご

み
減
量
に
向
け
た
出
前
講

座
も
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
教
育
に
よ
り
持

続
可
能
な
社
会
の
つ
く
り

手
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

ごみ減量とポイ捨てへの対策は
●出前講座など啓発にも取り組む

瀨藤  幸生 議員

橋爪  美惠子 議員
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問

消
費
税
増
税
を
目
前

に
し
て
、
中
小
・
零

細
事
業
者
の
営
業
と
暮
ら

し
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

複
数
税
率
な
ど
の
準
備

に
困
っ
て
い
る
小
売
店
等

の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答

複
数
税
率
に
関
す
る

情
報
提
供
に
努
め
て

い
る
が
、
詳
細
な
把
握
は

し
切
れ
て
い
な
い
。

問

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度（
※
）

導
入
で
、
イ
ン
ボ
イ

ス
を
発
行
で
き
な
い
消
費

税
免
税
の
下
請
け
事
業
者

に
払
っ
た
経
費
は
、
仕
入

税
額
控
除
が
適
用
で
き
ず
、

取
引
を
打
ち
切
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
下
請
け
事

業
者
は
、
仕
入
税
額
控
除

分
を
値
引
き
す
る
か
、
課

税
事
業
者
と
な
っ
て
自
分

が
納
税
す
る
な
ど
、
負
担

が
大
き
く
な
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
、
市
長
の
所

見
を
問
う
。

答

イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
へ

の
移
行
は
令
和
５
年

10
月
の
予
定
な
の
で
、
事

業
者
の
動
向
を
注
視
し
、

商
工
会
議
所
や
商
工
会
と

協
議
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
な

事
業
運
営
が
少
し
で
も
可

能
と
な
る
方
策
が
見
出
せ

る
よ
う
な
ら
、
制
度
設
計

に
つ
い
て
国
に
意
見
を
具

申
し
た
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
し

市
長
の
所
見
は

●
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
方
策
が
あ
れ
ば
具
申

岡　  義明 議員

※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
…
複

数
税
率
に
対
応
し
た
消

費
税
の
仕
入
税
額
控
除

の
方
式
。
買
い
手
は
課

税
事
業
者
が
発
行
す
る

イ
ン
ボ
イ
ス
（
税
率
ご

と
に
区
分
さ
れ
た
適
格

請
求
書
等
）
に
記
載
さ

れ
た
税
額
の
み
控
除
額

に
計
上
で
き
る
が
、
小

規
模
等
の
理
由
で
消
費

税
が
免
税
さ
れ
る
免
税

事
業
者
は
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
で
き
な
い
。

【訂正】
市議会だより かいなん
58号12ページ、岡議員
の一般質問に対する答
弁内容について、市当
局から訂正がありました。

［誤］令和２年度
（本文の10行目及び16行目）

↓
［正］令和元年度

市議会ホームページでは、本会議の生中継及び録画映像、委員会（一部の委員会を除
く）の録画映像がご視聴いただけます。録画映像については会議終了後10日程度でご覧い
ただけます。

また、市議会の日程などの議会の情報を掲載しているほか、市議会の会議録も閲覧でき
ます。議会で話し合われた詳しい内容を知ることができますので、ぜひご利用ください。

市議会の模様を公開中

議会中継のページQRコード →
右のQRコード読み取りでも、議会中継のページがご覧いただけます。

海南市議会 議会中継
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小学生陸上選手が表敬訪問
７月25日、川崎議長と宮本副議長が小学生陸

上選手４名（紀の国アスリートクラブ・海南ア
スリート所属）の表敬訪問を受け、選手の皆さ
んを激励しました。

選手の皆さんは、第35回全国小学生陸上競技
交流大会に出場しました。

男子ソフトボール選手が表敬訪問
７月25日、川崎議長と宮本副議長が海南市ソ

フトボール協会の方々の表敬訪問を受け、皆さ
んを激励しました。

同協会所属の和歌山バンデの選手の皆さんは、
第34回全日本壮年ソフトボール大会に出場しま
した。

●山形県上山市議会
10月10日に山形県上

かみのやま

山市議会総務文教常任委員会委員８
名と職員1名が災害時の受援計画について行政視察に来られ
ました。

受援計画策定までの経緯や策定方法、民間や団体等との協
力体制、ボランティアや物資等の受け入れ体制、また計画の活
用状況などについて、危機管理課から説明を受けられました。

ようこそ　 海南市へ 〜行政視察のため本市を訪れました〜

災害時の受援体制は事前に計画

委  

員  

長
　
森
　
下
　
貴
　
史

副
委
員
長
　
東
　
方
　
貴
　
子

委
　
　
員
　
和
　
歌
　
真
喜
子

委
　
　
員
　
栗
　
本
　
量
　
生

委
　
　
員
　
米
　
原
　
耕
　
司

委
　
　
員
　
上
　
村
　
五
　
美

議 

会 

広 

報 

委 

員 

会

冷水地区のふれあい・い
きいきサロン「喜楽会」へお
じゃましました。
椅子を使って気軽にでき
る体操を教わりながら、和
気あいあい、みんなで楽しい
ひとときを過ごしました。


